
第５回東神楽町地域自治推進条例策定検討委員会議事録 

日時：令和６年１２月１８日（水）１５：００～１６：３０ 

場所：東神楽町複合施設はなのわ B 棟６．７号室 

特別職：山本町長、鳥毛副町長、金谷教育長 

事務局：まちづくり推進課小畑課長、地域の元気づくり課伊藤課長補佐、まちづくり推進課

遠藤係長 

委員 ：原田会長、花田委員、宮口委員、吉田委員、早勢委員、本間委員、小滝委員、棚田

委員、林委員、長谷川委員 

 

【原田会長】 

第５回東神楽町地域自治推進条例策定検討委員会を始めます。今までご意見頂いてきたも

のを事務局で検討し、条例案を作成しました。本日もよろしくお願いいたします。 

【遠藤係長】 

条例案、新旧対照表、暫定の解説書等をお配りしております。画面に表示している資料に基

づき説明して参ります。第１条目的、第３条基本理念を主に取り上げます。目的について、

前回までは地域コミュニティが活性化されて地域はどうなるのかが明確でありませんでし

た。東神楽独自のコミュニティ文化（地区公民館など）は住みやすさに繋がると考えます。

従って、コミュニティの活性化によって誰もが住みやすいまちを実現することを目的に置

いています。定義規定では、地域自治組織を分かりやすく定義しました。町を良くしようと

活動しているものを総称して地域自治組織としております。第３条基本理念は、地域コミュ

ニティの重要性の認識、町は地域自治組織のまちづくりにおける主体性を認めること、等を

規定しております。前回までのご意見についても細かい部分を含め、修正させて頂きました。

条例名については、新たな条例名案を事務局側からも再度考えて、ご提案したいと思います。

条例案について皆さまと合意がとれた場合、具体的な施策が重要と考えます、こちらも皆さ

まと一緒に考えていきたいと思います。今回は、林委員から町内会の重要性について事例を

もとにお話し頂きます。 

【林委員】 

お話の機会を頂きましてありがとうございます。現在、４回目の町内会長に就任しました。

4 年ぶりに新年会を開催し、約５０名の参加を頂きました。７月には BBQ を開催しました。

その様子は地域おこし協力隊の方に取材して頂きました。また、パークゴルフ大会も開催し

ました。パークゴルフ、花壇清掃などはずっと続けておりました。公園ラジオ体操会は年間

参加者４５００名となりました。町内会だよりも続けております。町内会の加入率ですが、

１度目の会長の時には９７.６％、現在戸数が増えたせいもあり９４.７％となっています。

会則の見直し、役員手当や班長手当について見直していきたいと思っています。以上です。 

【遠藤係長】 

林委員からご紹介のありました、親睦レクの様子を取材した動画をご覧ください。 



 

動画再生 

 

動画は地域おこし協力隊の関谷さんに撮影して頂きました。 

 

【原田会長】 

事務局から説明頂きました。目的と基本理念、これについてご意見はありますか。 

みんな横一線で地域が一体となって取組むという規定になっていると思います。 

 

【早勢委員】 

どうしても、中央地区と東聖地区があって、旧農村地域の声が届いているのか不安になりま

すよね。地区別まちづくり計画を見ても、大きい地区に巻かれて声が届くのか、そうならざ

るを得ないとも思うが…。 

 

【原田会長】 

規模の違いはありますけども、条例によって同じく参加しながらまちづくりをしていけれ

ばいいと思います。 

 

【早勢委員】 

縮小していくなかで、なかなか、条例が作れるのか…分からない。老いていく地区もある。

条例のつくりとしては仕方ない部分もあると思う。 

 

【原田会長】 

どこも役員のなり手不足がある。育てていかないといけない。若い世帯は少ない。役員も概

ね７５歳になったら引退と、そういう申し合わせになっている。人材をどのように育てるか

が重要かなと。 

 

【長谷川委員】 

条例はよく分からなかった。解説書でればよく分かった。更にできれば、分かりやすいパン

フレットを作ってもらえれば。 

 

【棚田委員】 

基本理念が理解できなかった。第１号は住民主体で、第２号はこれからこのようにやってい

きましょうということで、重複してしまって分かりづらいかと。 

 

【遠藤係長】 



ここはご意見頂きたいところですが、第１号で町を外したのは、主体が町民だということで

す。町民が自発的に築いてきたという内容です。その意味で第２号との違いはごさいます。

ここはまた検討させて頂きます。 

 

【原田会長】 

解説書も一緒に見ることで分かってくると。 

 

【宮口委員】 

ある程度読み込んでいけば、見えてくることもあると思います。 

 

【早勢委員】 

町民が見てすぐわかるものでないと。 

 

【遠藤係長】 

条文のみでは分かりにくいというのは、感じています。どう伝わるようにするのか、条例に

基づいて何をしていくのか、ここが重要だと考えています。 

 

【長谷川委員】 

住民説明会があっても、参加者は年長者だけでないか。 

 

【遠藤係長】 

子どもから教えられるという同線も必要だと考えています。条例名も重要なので考えてい

きたいと思っています。 

 

【小畑課長】 

条例だけだとどうしても役所っぽくなってしまいます。説明会のときにはイラストや分か

りやすいものを作成して、ご説明できればいいと思っています。この点、事務局で検討して

いきます。 

 

【早勢委員】 

条例って固い表現でないといけないのか。 

 

【宮口委員】 

条例はある程度重いもので、このような文面にはなってしまうかと。 

 

【小畑課長】 



解説書も途中の段階で、今後更に見やすくし、伝えられるような柔らかいものを作っていき

たいと思います。 

 

【棚田委員】 

全体的に改正案は分かりやすくはなっていると思う。 

 

【原田会長】 

まずは公民館運営委員さんに説明してもらったり、そういうのも手かなと。 

 

【本間委員】 

条例ができることで我々の生活はどうなるのかと、どう変わるのかと、住民の皆さんに伝え

ていかないといけないし、そのあたりをはっきりさせていかないと。 

 

【長谷川委員】 

どう変わるのかというより、どうして行かないといけないのかということでは。 

 

【遠藤係長】 

外から来た人間からすると、皆さんの地域づくりはすごいものだなと思います。これを守っ

ていくことも十分な意義がありますし、守っていくのが難しくなってきているなかで、どう

して行くべきなのかと、そういうものを作っていければと考えます。 

 

【早勢委員】 

すごいって言われるけど何がすごいのか分からない。 

 

【山本町長】 

地域と公民館が一緒になっているのはそうはないです。全国で発表しているとそう評価さ

れます。学生が研究にきたりしていますが、まあまあ注目されていると実感しています。 

 

【早勢委員】 

ほかと何が違うのか。どこがすごいのか。 

 

【山本町長】 

公民館は基本社会教育にしかならず、結果的に貸館にしかならないとなります。東神楽では

地域の人たちの活動の場になっています。 

 

【小滝委員】 



東神楽の端に住んでいますが、美瑛町では公民館はないんですよ。東神楽みたいに各地区に

公民館があるようなことはないんだと思います。その点で優れた町だと思います。 

 

【山本町長】 

安井先生の時代から、昔から公民館を大事にしてきたまちだと思っています。 

 

【本間委員】 

少なくとも今やっていることを、自信と確信をもって続けていくということが大事なのだ

と思います。 

 

【林委員】 

私の体験では公民館活動は東神楽が１番だと思います。地域おこし協力隊のようにここに

移住したいというのが答えだと思います。 

 

【遠藤係長】 

協議会が発足して１年たちました。まだまだご検討させて頂きたいことがございますので、

３月制定予定だったところ、来年度まで検討を継続したいと考えています。どうぞよろしく

お願い致します。 

 

【原田会長】 

制定については、７年度になっていくということで話がありました。よろしいでしょうか。 

 

【山本町長】 

来年３月４月くらいから説明会をしていきたいと考えています。 

 

【原田会長】 

これで第５回東神楽町地域自治推進条例策定検討委員会を閉会致します。 

 


